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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　観測対象へ超音波を送信し、該観測対象で反射された超音波を受信する超音波振動子か
ら受信した超音波信号に基づいて生成される超音波画像の少なくとも一部を表示する表示
部と、
　前記表示部上の位置の入力を受け付けて位置信号を出力する入力装置と、
　前記位置信号から前記位置を検知する位置検知部と、
　前記位置検知部が検知した前記位置が、前記表示部に表示された前記超音波画像の一部
であり前記超音波振動子に対応する領域を含む第１領域内にあるか否かを判定する領域判
定部と、
　前記領域判定部において、前記位置が前記第１領域内にあると判定された場合に、前記
位置検知部が検知した前記位置の移動に応じて、前記超音波画像の前記表示部に表示され
る領域をスクロールさせる画像スクロール部と、
　を備えることを特徴とする超音波診断システム。
【請求項２】
　前記領域判定部は、前記位置検知部が検知した前記位置が前記第１領域とは異なる領域
である第２領域であるか否かを判定し、
　前記領域判定部において、前記位置が前記第２領域内にあると判定された場合に、前記
位置検知部が検知した前記位置の移動に応じて、前記表示部に表示された前記超音波画像
を、前記第１領域の中心を回転中心として回転させる画像回転部と、
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　を備えることを特徴とする請求項１に記載の超音波診断システム。
【請求項３】
　前記第１領域は、前記表示部上の前記超音波振動子に対応する領域であることを特徴と
する請求項１に記載の超音波診断システム。
【請求項４】
　前記入力装置から前記位置信号の入力が終了した場合に、前記領域判定部は、前記位置
信号の入力が終了した時点で前記表示部に表示された前記超音波画像の一部であり前記超
音波振動子に対応する領域を含む領域を新たな第１領域とすることを特徴とする請求項１
に記載の超音波診断システム。
【請求項５】
　前記入力装置は、前記表示部の表示画面上に重ねて設けられ、外部からの接触を検出す
るタッチパネルであることを特徴とする請求項１に記載の超音波診断システム。
【請求項６】
　前記超音波振動子は、ラジアル型であり、
　前記超音波画像は、前記超音波振動子に対応する領域を中心とする円環状の画像である
ことを特徴とする請求項１に記載の超音波診断システム。
【請求項７】
　前記位置検知部が所定時間内に２回続けて前記位置を検知し、該位置の両方を前記領域
判定部が前記第１領域内にあると判定した場合に、
　前記画像スクロール部は、前記表示部の中心に前記超音波振動子に対応する領域の中心
が位置するように、前記超音波画像の前記表示部に表示される領域をスクロールさせるこ
とを特徴とする請求項１に記載の超音波診断システム。
【請求項８】
　前記位置検知部が前記位置を検知し、該位置を前記領域判定部が前記第１領域内にある
と判定し、前記位置検知部が前記位置を所定時間以上検知し続けた場合に、
　前記画像回転部は、前記表示部に表示された前記超音波画像を、前記第１領域の中心を
回転中心として回転させることを特徴とする請求項２に記載の超音波診断システム。
【請求項９】
　前記表示部が表示する前記第１領域の輪郭を強調表示することを特徴とする請求項１に
記載の超音波診断システム。
【請求項１０】
　観測対象へ超音波を送信し、該観測対象で反射された超音波を受信する超音波振動子か
ら受信した超音波信号に基づいて生成される超音波画像を観測して被検体を診断する超音
波観測装置の作動方法であって、
　位置検知部が、入力装置が出力する前記超音波画像の少なくとも一部を表示する表示部
上の位置の入力を受け付けた位置信号から前記位置を検知する検知ステップと、
　領域判定部が、前記位置検知部が検知した前記位置が、前記表示部に表示された前記超
音波画像の一部であり前記超音波振動子に対応する領域を含む第１領域内にあるか否かを
判定する領域判定ステップと、
　前記領域判定部において、前記位置が前記第１領域内にあると判定された場合に、画像
スクロール部が、前記位置検知部が検知した前記位置の移動に応じて、前記超音波画像の
前記表示部に表示される領域をスクロールさせる画像スクロールステップと、
　を含むことを特徴とする超音波観測装置の作動方法。
【請求項１１】
　前記領域判定部が、前記位置検知部が検知した前記位置が前記第１領域とは異なる領域
である第２領域であるか否かを判定する領域判定ステップと、
　前記領域判定部において、前記位置が前記第２領域内にあると判定された場合に、画像
回転部が、前記位置検知部が検知した前記位置の移動に応じて、前記表示部に表示された
前記超音波画像を、前記第１領域の中心を回転中心として回転させる画像回転ステップと
、
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　を含むことを特徴とする請求項１０に記載の超音波観測装置の作動方法。
【請求項１２】
　前記第１領域は、前記表示部上の前記超音波振動子に対応する領域であることを特徴と
する請求項１０に記載の超音波観測装置の作動方法。
【請求項１３】
　観測対象へ超音波を送信し、該観測対象で反射された超音波を受信する超音波振動子か
ら受信した超音波信号に基づいて生成される超音波画像を観測して被検体を診断する超音
波観測装置の作動プログラムであって、
　位置検知部が、入力装置が出力する前記超音波画像の少なくとも一部を表示する表示部
上の位置の入力を受け付けた位置信号から前記位置を検知する検知手順と、
　領域判定部が、前記位置検知部が検知した前記位置が、前記表示部に表示された前記超
音波画像の一部であり前記超音波振動子に対応する領域を含む第１領域内にあるか否かを
判定する領域判定手順と、
　前記領域判定部において、前記位置が前記第１領域内にあると判定された場合に、画像
スクロール部が、前記位置検知部が検知した前記位置の移動に応じて、前記超音波画像の
前記表示部に表示される領域をスクロールさせる画像スクロール手順と、
　を前記超音波観測装置に実行させることを特徴とする超音波観測装置の作動プログラム
。
【請求項１４】
　前記領域判定部が、前記位置検知部が検知した前記位置が前記第１領域とは異なる領域
である第２領域であるか否かを判定する領域判定手順と、
　前記領域判定部において、前記位置が前記第２領域内にあると判定された場合に、画像
回転部が、前記位置検知部が検知した前記位置の移動に応じて、前記表示部に表示された
前記超音波画像を、前記第１領域の中心を回転中心として回転させる画像回転手順と、
　を前記超音波観測装置に実行させることを特徴とする請求項１３に記載の超音波観測装
置の作動プログラム。
【請求項１５】
　前記第１領域は、前記表示部上の前記超音波振動子に対応する領域であることを特徴と
する請求項１３に記載の超音波観測装置の作動プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波診断システム、超音波診断システムの作動方法、及び超音波診断シス
テムの作動プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、被検体の体内に挿入する挿入部の先端にラジアル型の超音波振動子を有し、観測
対象へ超音波を送信し、該観測対象で反射された超音波を受信する超音波振動子から受信
した超音波信号に基づいて生成される超音波画像を観測して被検体を診断する超音波診断
システムが知られている。
【０００３】
　ラジアル型の超音波振動子を用いて生成される超音波画像は、超音波振動子を中心とす
る円環状の画像であり、モニタ等の表示部には超音波画像の一部が表示される。そのため
、表示部に表示された超音波画像にユーザが見たい領域が含まれていない場合がある。そ
の場合、ユーザは入力装置から所定の入力を行い、超音波画像の表示部に表示される領域
をスクロールさせるスクロール操作を行うこととなる。特許文献１、２には、入力装置と
してタッチパネルを用いる構成が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
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【特許文献１】特開２０１０－２７４０４９号公報
【特許文献２】特開２０１０－１３１３９６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、従来の超音波診断システムでは、スクロール操作を開始する際に、所定
の入力操作を行う必要があった。特に、スクロール操作に類似する操作であるローテーシ
ョン操作が可能な超音波診断システムでは、スクロール操作を開始するか、ローテーショ
ン操作を開始するかを選択する所定の入力操作を行う必要があった。ここで、ローテーシ
ョン操作とは、表示部に表示された超音波画像が、ユーザが見たい向きでない場合に、ユ
ーザが入力装置から所定の入力を行い、超音波画像の表示部に表示される向きを回転（ロ
ーテーション）させる操作である。例えば、特許文献１に記載された超音波診断システム
では、スクロール操作を開始する際に、所定のパターン等を入力する必要がある。また、
特許文献２に開示された超音波診断システムでは、スクロール操作を開始する際に、メニ
ューを表示させてスクロール操作を選択する必要がある。このため、従来の超音波診断シ
ステムでは、スクロール操作を開始する際に、所定の入力操作を行う手間がかかるという
課題があった。
【０００６】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、入力操作の手間がかからずにスクロー
ル操作を開始することができる超音波診断システム、超音波診断システムの作動方法、及
び超音波診断システムの作動プログラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明の一態様に係る超音波診断シス
テムは、観測対象へ超音波を送信し、該観測対象で反射された超音波を受信する超音波振
動子から受信した超音波信号に基づいて生成される超音波画像の少なくとも一部を表示す
る表示部と、前記表示部上の位置の入力を受け付けて位置信号を出力する入力装置と、前
記位置信号から前記位置を検知する位置検知部と、前記位置検知部が検知した前記位置が
、前記表示部に表示された前記超音波画像の一部であり前記超音波振動子に対応する領域
を含む第１領域内にあるか否かを判定する領域判定部と、前記領域判定部において、前記
位置が前記第１領域内にあると判定された場合に、前記位置検知部が検知した前記位置の
移動に応じて、前記超音波画像の前記表示部に表示される領域をスクロールさせる画像ス
クロール部と、を備えることを特徴とする。
【０００８】
　また、本発明の一態様に係る超音波診断システムは、前記領域判定部は、前記位置検知
部が検知した前記位置が前記第１領域とは異なる領域である第２領域であるか否かを判定
し、前記領域判定部において、前記位置が前記第２領域内にあると判定された場合に、前
記位置検知部が検知した前記位置の移動に応じて、前記表示部に表示された前記超音波画
像を、前記第１領域の中心を回転中心として回転させる画像回転部と、を備えることを特
徴とする。
【０００９】
　また、本発明の一態様に係る超音波診断システムは、前記入力装置から前記位置信号の
入力が終了した場合に、前記領域判定部は、前記位置信号の入力が終了した時点で前記表
示部に表示された前記超音波画像の一部であり前記超音波振動子に対応する領域を含む領
域を新たな第１領域とすることを特徴とする。
【００１０】
　また、本発明の一態様に係る超音波診断システムは、前記入力装置は、前記表示部の表
示画面上に重ねて設けられ、外部からの接触を検出するタッチパネルであることを特徴と
する。
【００１１】
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　また、本発明の一態様に係る超音波診断システムは、前記超音波振動子は、ラジアル型
であり、前記超音波画像は、前記超音波振動子に対応する領域を中心とする円環状の画像
であることを特徴とする。
【００１２】
　また、本発明の一態様に係る超音波診断システムは、前記位置検知部が所定時間内に２
回続けて前記位置を検知し、該位置の両方を前記領域判定部が前記第１領域内にあると判
定した場合に、前記画像スクロール部は、前記表示部の中心に前記超音波振動子に対応す
る領域の中心が位置するように、前記超音波画像の前記表示部に表示される領域をスクロ
ールさせることを特徴とする。
【００１３】
　また、本発明の一態様に係る超音波診断システムは、前記位置検知部が前記位置を検知
し、該位置を前記領域判定部が前記第１領域内にあると判定し、前記位置検知部が前記位
置を所定時間以上検知し続けた場合に、前記画像回転部は、前記表示部に表示された前記
超音波画像を、前記第１領域の中心を回転中心として回転させることを特徴とする。
【００１４】
　また、本発明の一態様に係る超音波診断システムは、前記表示部が表示する前記第１領
域の輪郭を強調表示することを特徴とする。
【００１５】
　また、本発明の一態様に係る超音波診断システムの作動方法は、観測対象へ超音波を送
信し、該観測対象で反射された超音波を受信する超音波振動子から受信した超音波信号に
基づいて生成される超音波画像を観測して被検体を診断する超音波診断システムの作動方
法であって、入力装置が、前記超音波画像の少なくとも一部を表示する表示部上の位置の
入力を受け付けて位置信号を出力する入力ステップと、位置検知部が、前記位置信号から
前記位置を検知する検知ステップと、領域判定部が、前記位置検知部が検知した前記位置
が、前記表示部に表示された前記超音波画像の一部であり前記超音波振動子に対応する領
域を含む第１領域内にあるか否かを判定する領域判定ステップと、前記領域判定部におい
て、前記位置が前記第１領域内にあると判定された場合に、画像スクロール部が、前記位
置検知部が検知した前記位置の移動に応じて、前記超音波画像の前記表示部に表示される
領域をスクロールさせる画像スクロールステップと、を含むことを特徴とする。
【００１６】
　また、本発明の一態様に係る超音波診断システムの作動プログラムは、観測対象へ超音
波を送信し、該観測対象で反射された超音波を受信する超音波振動子から受信した超音波
信号に基づいて生成される超音波画像を観測して被検体を診断する超音波診断システムの
作動プログラムであって、入力装置が、前記超音波画像の少なくとも一部を表示する表示
部上の位置の入力を受け付けて位置信号を出力する入力手順と、位置検知部が、前記位置
信号から前記位置を検知する検知手順と、領域判定部が、前記位置検知部が検知した前記
位置が、前記表示部に表示された前記超音波画像の一部であり前記超音波振動子に対応す
る領域を含む第１領域内にあるか否かを判定する領域判定手順と、前記領域判定部におい
て、前記位置が前記第１領域内にあると判定された場合に、画像スクロール部が、前記位
置検知部が検知した前記位置の移動に応じて、前記超音波画像の前記表示部に表示される
領域をスクロールさせる画像スクロール手順と、を前記超音波診断システムに実行させる
ことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、入力操作の手間がかからずにスクロール操作を開始することができる
超音波診断システム、超音波診断システムの作動方法、及び超音波診断システムの作動プ
ログラムを実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】図１は、本発明の実施の形態に係る超音波診断システムの構成を示すブロック図
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である。
【図２】図２は、図１に示す表示部に表示される画像の一例を表す図である。
【図３】図３は、スクロール操作の様子を表す図である。
【図４】図４は、スクロール操作の様子を表す図である。
【図５】図５は、ローテーション操作の様子を表す図である。
【図６】図６は、ローテーション操作の様子を表す図である。
【図７】図７は、本発明の実施の形態に係る超音波診断システムが行う処理の概要を示す
フローチャートである。
【図８】図８は、ダブルタップ時のスクロールのリセットの様子を表す図である。
【図９】図９は、ダブルタップ時のスクロールのリセットの様子を表す図である。
【図１０】図１０は、長押し時のローテーションの様子を表す図である。
【図１１】図１１は、長押し時のローテーションの様子を表す図である。
【図１２】図１２は、本実施の形態の変形例１に係る超音波診断システムが行う処理の概
要を示すフローチャートである。
【図１３】図１３は、本実施の形態の変形例２に係る超音波診断システムの構成を示すブ
ロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下に、図面を参照して本発明に係る超音波診断システム、超音波診断システムの作動
方法、及び超音波診断システムの作動プログラムの実施の形態を説明する。なお、これら
の実施の形態により本発明が限定されるものではない。以下の実施の形態においては、ラ
ジアル型の超音波振動子を有する超音波診断システムを例示して説明するが、本発明は、
表示部に表示された超音波画像をスクロールさせるスクロール機能を有する超音波診断シ
ステム一般に適用することができる。従って、超音波振動子は、ラジアル型に限られずコ
ンベックス型やリニア型であってもよい。さらに、以下の実施の形態においては、体内に
挿入する挿入部の先端に超音波振動子が配置されている超音波診断システムを例示して説
明するが、本発明は、体外から被検体の体内を観測する超音波診断システムにも適用する
ことができる。
【００２０】
　また、図面の記載において、同一又は対応する要素には適宜同一の符号を付している。
また、図面は模式的なものであり、各要素の寸法の関係、各要素の比率等は、現実と異な
る場合があることに留意する必要がある。図面の相互間においても、互いの寸法の関係や
比率が異なる部分が含まれている場合がある。
【００２１】
（実施の形態）
　図１は、本発明の実施の形態に係る超音波診断システムの構成を示すブロック図である
。図１に示すように、超音波診断システム１は、観測対象へ超音波を送信し、該観測対象
で反射された超音波を受信する超音波内視鏡２と、超音波内視鏡２が受信した超音波信号
に基づいて超音波画像を生成する超音波観測装置３と、超音波観測装置３が生成した超音
波画像の少なくとも一部を表示する表示部４と、表示部４上の位置の入力を受け付けて超
音波観測装置３に位置信号を出力する入力装置５と、を備える。
【００２２】
　超音波内視鏡２は、その先端部に、超音波観測装置３から受信した電気的なパルス信号
を超音波パルス（音響パルス）に変換して被検体へ照射するとともに、被検体で反射され
た超音波エコーを電圧変化で表現する電気的なエコー信号（超音波信号）に変換して出力
する超音波振動子２１を有する。超音波振動子２１は、ラジアル型の振動子により実現さ
れる。超音波内視鏡２は、超音波振動子２１をメカ的に走査させるものであってもよいし
、超音波振動子２１としてラジアル状に配置された複数の素子を有し、送受信にかかわる
素子を電子的に切り替えたり、各素子の送受信に遅延をかけたりすることで、電子的に走
査させるものであってもよい。
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【００２３】
　超音波内視鏡２は、通常は撮像光学系及び撮像素子を有する撮像部を備えており、被検
体の消化管（食道、胃、十二指腸、大腸）、又は呼吸器（気管・気管支）へ挿入され、消
化管、呼吸器やその周囲臓器（膵臓、胆嚢、胆管、胆道、リンパ節、縦隔臓器、血管等）
を撮像することが可能である。また、超音波内視鏡２は、撮像時に被検体へ照射する照明
光を導くライトガイドを有する。このライトガイドは、先端部が超音波内視鏡２の被検体
に挿入する挿入部の先端まで達している一方、基端部が照明光を発生する光源装置に接続
されている。
【００２４】
　超音波観測装置３は、送受信部３１と、位置検知部３２と、領域判定部３３と、画像処
理部３４と、制御部３５と、記憶部３６と、を備える。
【００２５】
　送受信部３１は、超音波振動子２１との間で電気信号の送受信を行う。送受信部３１は
、超音波振動子２１と電気的に接続され、電気的なパルス信号を超音波振動子２１へ送信
するとともに、超音波振動子２１から電気的な受信信号であるエコー信号を受信する。具
体的には、送受信部３１は、予め設定された波形及び送信タイミングに基づいて電気的な
パルス信号を生成し、この生成したパルス信号を超音波振動子２１へ送信する。
【００２６】
　送受信部３１は、受信深度が大きいエコー信号ほど高い増幅率で増幅するＳＴＣ（Ｓｅ
ｎｓｉｔｉｖｉｔｙ　Ｔｉｍｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）補正を行う。送受信部３１は、増幅さ
れたエコー信号に対してフィルタリング等の処理を施した後、Ａ／Ｄ変換することによっ
て時間ドメインのデジタル高周波（ＲＦ：Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）信号を生成
して出力する。
【００２７】
　位置検知部３２は、入力装置５が出力した位置信号から表示部４上の接触位置を検知す
る。
【００２８】
　領域判定部３３は、第１領域及び第２領域を設定する領域設定部３３ａを有し、位置検
知部３２が検知した位置が、領域設定部３３ａが設定した第１領域内にあるか否かを判定
する。図２は、図１に示す表示部に表示される画像の一例を表す図である。図２に示すよ
うに、領域設定部３３ａは、表示部４に表示された超音波画像の一部であり、図２の中央
に位置する超音波振動子２１に対応する領域Ａ１を第１領域として設定する。図２の領域
Ａ１以外の領域Ａ２が第２領域である。図２では、表示部４上の超音波振動子２１に対応
する領域と領域Ａ１とが一致しているが、第１領域は超音波振動子２１に対応する領域を
含む領域であればよい。例えば、第１領域は超音波振動子２１の周囲に位置するバルーン
を含む領域としてもよいし、超音波画像から生体の表面を検出してそれより超音波振動子
２１側の領域としてもよい。また、表示部４に表示される超音波振動子２１が小さい場合
には第１領域を操作しやすい大きさ、例えば直径２ｃｍ以上とするのが好ましい。なお、
第２領域は、第１領域と異なる領域であればよく、第１領域、第２領域以外の複数の領域
が設定されていてもよい。
【００２９】
　領域判定部３３において、判定に用いられる第１領域は、入力装置５から入力が行われ
る都度、領域設定部３３ａにより再設定される。具体的には、領域判定部３３の領域設定
部３３ａは、入力装置５から位置信号の入力が終了した場合に、位置信号の入力が終了し
た時点で表示部４に表示された超音波画像の一部であり超音波振動子２１に対応する領域
を含む領域を新たな第１領域として設定する。
【００３０】
　画像処理部３４は、電気的なエコー信号に対応する超音波画像の生成を行う。ここで、
超音波振動子２１がラジアル型であることにより、超音波画像は、超音波振動子２１に対
応する領域を中心とする円環状の画像である。また、画像処理部３４は、画像スクロール
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部３４ａと、画像回転部３４ｂと、を有する。
【００３１】
　画像スクロール部３４ａは、領域判定部３３において位置検知部３２が検知した位置が
第１領域内にあると判定され、制御部３５がスクロール機能をＯＮにした場合に、円環状
の超音波画像のうち、表示部４に表示される領域を超音波画像の向きを変えずにスクロー
ルさせる。ここで、スクロール機能とは、ユーザの操作に応じて、表示部４に表示される
超音波画像の位置をスクロールさせる機能を指す。
【００３２】
　ここで、図２に示すように、超音波画像には、観測対象における超音波の反射の仕方に
より、エコー信号が大きく観察対象が見やすい領域（図２の左下の領域）と、エコー信号
が小さく観察対象が見にくい領域（図２の左下を除く領域）とができる場合がある。その
場合、ユーザは観察対象が見やすい領域をスクロール又はローテーションさせて手前（表
示部４の下側）に近づけてより見えやすくする場合がある。
【００３３】
　図３、図４は、スクロール操作の様子を表す図である。図３に示すように、ユーザの指
Ｆ１が入力装置５の領域Ａ１に接触し、接触した状態のまま図３に破線で示す指Ｆ２の位
置まで移動するとする。このとき、画像スクロール部３４ａは、図４に示すように、指に
追従させるように、第１領域を領域Ａ１から領域Ａ１ａまでスクロールさせる。なお、ス
クロール後は領域Ａ１ａが新たな第１領域として設定される。
【００３４】
　画像回転部３４ｂは、領域判定部３３において位置検知部３２が検知した位置が第２領
域内にあると判定され、制御部３５がローテーション機能をＯＮにした場合に、表示部４
に表示された超音波画像を、第１領域の中心を回転中心として回転させる。ここで、ロー
テーション機能とは、ユーザの操作に応じて、表示部４に表示された超音波画像を、第１
領域の中心を回転中心として回転させる機能を指す。
【００３５】
　図５、図６は、ローテーション操作の様子を表す図である。図５に示すように、ユーザ
の指Ｆ３が入力装置５の領域Ａ２に接触し、接触した状態のまま図５に破線で示す指Ｆ４
の位置まで移動するとする。このとき、画像回転部３４ｂは、図６に示すように、指に追
従させるように、直線Ｌ１の方向が直線Ｌ１ａの方向となるように、超音波画像を第１領
域の中心を回転中心として回転させる。
【００３６】
　制御部３５は、超音波診断システム１全体を制御する。制御部３５は、演算及び制御機
能を有するＣＰＵや各種演算回路等を用いて実現される。制御部３５は、記憶部３６が記
憶、格納する情報を記憶部３６から読み出し、超音波観測装置３の作動方法に関連した各
種演算処理を実行することによって超音波観測装置３を統括して制御する。制御部３５は
、例えばスクロール機能及びローテーション機能のＯＮ、ＯＦＦの切り替えを行う。なお
、制御部３５を画像処理部３４と共通のＣＰＵ等を用いて構成することも可能である。
【００３７】
　記憶部３６は、超音波診断システム１を動作させるための各種プログラム、及び超音波
診断システム１の動作に必要な各種パラメータ等を含むデータ等を記憶する。記憶部３６
は、例えば、超音波画像の書出し位置（超音波の送信開始位置）の初期位置（音線番号）
を記憶している。
【００３８】
　また、記憶部３６は、超音波診断システム１の作動方法を実行するための作動プログラ
ムを含む各種プログラムを記憶する。作動プログラムは、ハードディスク、フラッシュメ
モリ、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ－ＲＯＭ、フレキシブルディスク等のコンピュータ読み取り
可能な記録媒体に記録して広く流通させることも可能である。なお、上述した各種プログ
ラムは、通信ネットワークを介してダウンロードすることによって取得することも可能で
ある。ここでいう通信ネットワークは、例えば既存の公衆回線網、ＬＡＮ（Ｌｏｃａｌ　
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Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）、ＷＡＮ（Ｗｉｄｅ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）等によっ
て実現されるものであり、有線、無線を問わない。
【００３９】
　以上の構成を有する記憶部３６は、各種プログラム等が予めインストールされたＲＯＭ
（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）、及び各処理の演算パラメータやデータ等を記憶
するＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）等を用いて実現される。
【００４０】
　表示部４は、超音波振動子２１から送受信する超音波により生成される円環状の超音波
画像の少なくとも一部を表示する。超音波画像のうち表示部４に表示される部分は、入力
装置５からユーザの操作が入力され、画像スクロール部３４ａ及び画像回転部３４ｂが入
力された操作に応じた処理を行うことにより適宜変更される。表示部４は、液晶又は有機
ＥＬ（Ｅｌｅｃｔｒｏ　Ｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｃｅ）等からなる表示パネルを用いて構成
される。
【００４１】
　入力装置５は、例えば表示部４の表示画面上に重ねて設けられ、外部からの接触を検出
するタッチパネルである。入力装置５にユーザの指が接触することで表示部４上の位置が
入力され、入力装置５にユーザの指が接触したまま移動することで位置検知部３２が位置
の移動を検知する。ただし、入力装置５は、マウス、トラックボール等のユーザインタフ
ェースであってもよい。入力装置５がマウスである場合、ユーザが右クリックを押すこと
で表示部４上の位置が入力され、ユーザが右クリックを押したままマウスを移動（ドラッ
グ）させることで位置検知部３２が位置の移動を検知する。入力装置５は、受け付けた位
置の情報を位置信号として超音波観測装置３に出力する。
【００４２】
　図７は、本発明の実施の形態に係る超音波診断システムが行う処理の概要を示すフロー
チャートである。はじめに、制御部３５の制御により、領域判定部３３が表示部４内の画
面上で超音波振動子２１に対応する領域を第１領域として設定する処理を行う。同時に、
制御部３５の制御により、領域判定部３３の領域設定部３３ａが表示部４内の第１領域以
外の領域を第２領域として設定する処理を行う（ステップＳ１０１）。初期状態において
は、例えば図２に示すように、第１領域である領域Ａ１は表示部４の中央に位置し、領域
Ａ１の周囲の領域が第２領域である領域Ａ２である。
【００４３】
　領域が設定されると、超音波診断システム１は、入力装置５へのユーザの接触が検知さ
れるまで待機する状態となる。具体的には、入力装置５へのユーザの接触が検知された場
合（ステップＳ１０２：Ｙｅｓ）、入力装置５は接触位置の情報である位置信号を超音波
観測装置３に出力する。一方で、入力装置５へのユーザの接触が検知されない場合（ステ
ップＳ１０２：Ｎｏ）、ステップＳ１１０において後述する終了判定が行われ、処理が続
行又は終了される。
【００４４】
　そして、入力装置５から超音波観測装置３に位置信号が入力されると、位置検知部３２
が表示部４上の位置を検知する。さらに、領域判定部３３が位置検知部３２の検知した位
置が第１領域内にあるか否かを判定する（ステップＳ１０３）。
【００４５】
　領域判定部３３が位置検知部３２の検知した位置が第１領域内にあると判定した場合（
ステップＳ１０３：Ｙｅｓ）、制御部３５がスクロール機能をＯＮにする（ステップＳ１
０４）。
【００４６】
　ユーザの入力装置５への接触が継続中である場合（ステップＳ１０５：Ｙｅｓ）、位置
検知部３２が位置の移動を検知する。ユーザの指が移動され、位置検知部３２が位置の移
動を検知した場合（ステップＳ１０６：Ｙｅｓ）、制御部３５が移動の方向、量を含む移
動ベクトルを算出し（ステップＳ１０７）、算出した結果を画像スクロール部３４ａに送
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信する。画像スクロール部３４ａは、制御部３５の算出結果に応じて、超音波画像の表示
部４に表示される領域をスクロールさせる（ステップＳ１０８）。その後、ステップＳ１
０５に戻って処理が続行される。一方で、位置検知部３２が位置の移動を検知しない場合
（ステップＳ１０６：Ｎｏ）、ステップＳ１０５に戻って処理が続行される。
【００４７】
　ステップＳ１０５において、ユーザの入力装置５への接触が終了した場合（ステップＳ
１０５：Ｎｏ）、制御部３５がスクロール機能をＯＦＦにする（ステップＳ１０９）。
【００４８】
　その後、所定の終了指示が入力された場合（ステップＳ１１０：Ｙｅｓ）、超音波診断
システム１は本処理を終了する。一方、所定の終了指示が入力されない場合（ステップＳ
１１０：Ｎｏ）、ステップＳ１０１に戻る。なお、ステップＳ１０１では、制御部３５の
制御により、領域判定部３３の領域設定部３３ａが表示部４内の超音波振動子２１に対応
する領域を第１領域として再設定する処理を行う。
【００４９】
　領域判定部３３が位置検知部３２の検知した位置が第２領域内にあると判定した場合（
ステップＳ１０３：Ｎｏ）、制御部３５がローテーション機能をＯＮにする（ステップＳ
１１１）。
【００５０】
　ユーザの入力装置５への接触が継続中である場合（ステップＳ１１２：Ｙｅｓ）、位置
検知部３２が位置の移動を検知する。ユーザの指が移動され、位置検知部３２が位置の移
動を検知した場合（ステップＳ１１３：Ｙｅｓ）、制御部３５が移動の方向、量を含む移
動ベクトルを算出し（ステップＳ１１４）、算出した結果を画像回転部３４ｂに送信する
。画像回転部３４ｂは、制御部３５の算出結果に応じて、表示部４に表示された超音波画
像を第１領域の中心を回転中心として回転させる（ステップＳ１１５）。その後、ステッ
プＳ１１２に戻って処理が続行される。一方で、位置検知部３２が位置の移動を検知しな
い場合（ステップＳ１１３：Ｎｏ）、ステップＳ１１２に戻って処理が続行される。
【００５１】
　ステップＳ１１２において、ユーザの入力装置５への接触が終了した場合（ステップＳ
１１２：Ｎｏ）、制御部３５がローテーション機能をＯＦＦにする（ステップＳ１１６）
。その後、上述したようにステップＳ１１０の終了判定が行われ、処理が続行又は終了す
る。
【００５２】
　以上説明したように、この超音波診断システム１では、ユーザが入力装置５に接触した
位置が第１領域内にある場合、超音波画像をスクロールさせる操作をすることができる。
従って、超音波診断システム１では、入力操作の手間がかからずにスクロール操作を開始
することができる。
【００５３】
　さらに、この超音波診断システム１では、ユーザが入力装置５に接触した位置が第２領
域内にある場合、超音波画像をローテーションさせる操作をすることができる。従って、
超音波診断システム１では、操作を切り替える入力操作を行う手間をかけることなくスク
ロール操作とローテーション操作との双方の操作を使い分けることができる。その上、第
１領域と第２領域とが表示部４内の画面上で超音波振動子２１に対応する領域に基づいて
設定されているのでわかりやすい。そのため、ユーザは、スクロール操作とローテーショ
ン操作とを直感的に使い分けることができる。
【００５４】
　なお、上記実施の形態では、超音波診断システム１がスクロール操作とローテーション
操作との双方を行う構成を説明したが、いずれか一方の操作を行う構成であってもよい。
例えば、スクロール操作のみを行う構成の場合、入力装置５であるタッチパネルの第１領
域をタッチすることでスクロール操作を行うことができ、入力操作の手間がかからずにス
クロール操作を開始することができる。この構成において、入力装置５の第２領域がタッ
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チされた場合、メニュー画面が表示される構成であってもよい。
【００５５】
（変形例１）
　変形例１に係る超音波診断システム１の構成は図１で説明した実施の形態に係る超音波
診断システム１と同様であるので説明を省略する。変形例１に係る超音波診断システム１
は、画像スクロール部３４ａと画像回転部３４ｂとにおける処理が異なる。
【００５６】
　画像スクロール部３４ａは、実施の形態で説明したスクロール操作に応じて、表示部４
に表示される領域をスクロールさせる処理を行う。さらに、画像スクロール部３４ａは、
入力装置５にダブルタップが入力された場合にスクロールリセット処理を行う。スクロー
ルリセット処理は、画像スクロール部３４ａが、表示部４の中心に超音波振動子２１に対
応する領域の中心が位置するように、超音波画像の表示部４に表示される領域をスクロー
ルさせる処理である。具体的には、位置検知部３２が所定時間内に２回続けて位置を検知
し、その位置の両方を領域判定部３３が第１領域内にあると判定した場合に、表示部４の
中心に表示部４上の超音波振動子２１に対応する領域の中心が位置するように、超音波画
像の表示部４に表示される領域をスクロールさせる。なお、位置検知部３２がダブルタッ
プを判定する所定時間は、ユーザによって変更することができる。
【００５７】
　図８、図９は、ダブルタップ時のスクロールのリセットの様子を表す図である。図８に
示すように、ユーザの指Ｆ５が入力装置５の第１領域である領域Ａ１ｂ内を所定時間内に
２回接触したとする。このとき、画像スクロール部３４ａは、図９に示すように、第１領
域を領域Ａ１ｂから領域Ａ１に移動させる。この移動はスクロールであってもよいが、第
１領域が領域Ａ１ｂから領域Ａ１に瞬間的に切り替わるように変更される構成であっても
よい。
【００５８】
　画像回転部３４ｂは、実施の形態で説明したローテーション操作に応じて、表示部４に
表示された超音波画像を、第１領域の中心を回転中心として回転させる処理を行う。さら
に、画像回転部３４ｂは、入力装置５にダブルタップが入力された場合にローテーション
リセット処理を行う。ローテーションリセット処理は、画像回転部３４ｂが既に表示部４
に表示された超音波画像を第１領域の中心が回転中心となるように回転させている場合、
画像回転部３４ｂがその回転を初期状態の位置まで戻す処理である。具体的には、位置検
知部３２が所定時間内に２回続けて位置を検知し、その位置の両方を領域判定部３３が第
２領域内にあると判定した場合に、画像回転部３４ｂが表示部４における超音波画像の回
転を初期状態の位置まで戻す。
【００５９】
　また、画像回転部３４ｂは、入力装置５の第１領域が長押しされた場合に、表示部４に
表示された超音波画像を、第１領域の中心を回転中心として回転させる。具体的には、位
置検知部３２が所定時間以上同じ位置を検知し、その位置を領域判定部３３が第１領域内
にあると判定した場合に、超音波画像を第１領域の中心を回転中心として回転させる。な
お、位置検知部３２が長押しを判定する所定時間は、ユーザによって変更することができ
る。
【００６０】
　図１０、図１１は、長押し時のローテーションの様子を表す図である。図１０に示すよ
うに、ユーザの指Ｆ６が入力装置５の第１領域である領域Ａ１内の同じ位置を移動せずに
所定時間以上接触し続けた（長押し）とする。このとき、画像回転部３４ｂは、図１１に
示すように、直線Ｌ１の方向が直線Ｌ２ａ、直線Ｌ２ｂ、直線Ｌ２ｃ、直線Ｌ２ｄと順に
移動するように図１１の反時計回りの方向に超音波画像を予め記憶部３６に格納された所
定の速度で回転させる。ただし、回転の方向は逆方向（図１１の時計回りの方向）であっ
てもよいし、回転の速度が長押しの長さに応じて速くなる構成であってもよい。
【００６１】
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　図１２は、本実施の形態の変形例１に係る超音波診断システムが行う処理の概要を示す
フローチャートである。実施の形態と同様の処理については適宜説明を省略する。
【００６２】
　まず、ユーザの入力装置５の第１領域への接触が検知され、制御部３５によりスクロー
ル機能がＯＮにされた場合（ステップＳ１０１～Ｓ１０４）を説明する。制御部３５は、
位置検知部３２における位置の検知が一度終了し、所定時間内にもう一度位置検知部３２
が位置を検知し、領域判定部３３がその位置が領域Ａ１内にあると判定した場合、ダブル
タップが入力されたと判断し（ステップＳ２０１：Ｙｅｓ）、スクロールリセット処理を
行う（ステップＳ２０２）。
【００６３】
　その後、制御部３５がスクロール機能をＯＦＦにし（ステップＳ１０９）、ステップＳ
１１０の終了判定が行われ、処理が続行又は終了する。
【００６４】
　ステップＳ２０１において、制御部３５がダブルタップの入力がないと判断した場合（
ステップＳ２０１：Ｎｏ）、制御部３５がユーザの入力装置５への接触が継続中であるか
否かを判断する（ステップＳ１０５）。
【００６５】
　ユーザの入力装置５への接触が継続中であり（ステップＳ１０５：Ｙｅｓ）、位置検知
部３２が位置の移動を検知した場合（ステップＳ１０６：Ｙｅｓ）には、実施の形態と同
様の処理が行われる。一方、制御部３５がユーザの入力装置５への接触が終了したと判断
した場合（ステップＳ１０５：Ｎｏ）、制御部３５がスクロール機能をＯＦＦにし（ステ
ップＳ１０９）、ステップＳ１１０の終了判定が行われ、処理が続行又は終了する。
【００６６】
　ユーザの入力装置５への接触が継続中であり（ステップＳ１０５：Ｙｅｓ）、位置検知
部３２が位置の移動を検知しない場合（ステップＳ１０６：Ｎｏ）、制御部３５がユーザ
の入力装置５への接触が所定時間以上継続しているかを判断する（ステップＳ２０３）。
具体的には、制御部３５は、位置検知部３２が位置を所定時間以上検知し続けたか否かを
判断する。
【００６７】
　制御部３５がユーザの入力装置５への接触が所定時間以上継続していると判断した場合
（ステップＳ２０３：Ｙｅｓ）、制御部３５がスクロール機能をＯＦＦにする（ステップ
Ｓ２０４）。続けて、制御部３５がローテーション機能をＯＮにする（ステップＳ２０５
）。
【００６８】
　その後、制御部３５がユーザの入力装置５への接触が継続中であるか否かを判断する（
ステップＳ２０６）。ユーザの入力装置５への接触が継続中である場合（ステップＳ２０
６：Ｙｅｓ）、画像回転部３４ｂが記憶部３６に記憶されている所定の回転速度で表示部
４に表示された超音波画像を第１領域の中心を回転中心として回転させる（ステップＳ２
０７）。その後、ステップＳ２０６に戻り処理が続行される。一方、ユーザの入力装置５
への接触が終了したと判断した場合（ステップＳ２０６：Ｎｏ）、制御部３５がローテー
ション機能をＯＦＦにし（ステップＳ１１６）、ステップＳ１１０の終了判定が行われ、
処理が続行又は終了する。
【００６９】
　なお、ステップＳ２０３において、制御部３５がユーザの入力装置５への接触が所定時
間以上継続していないと判断した場合（ステップＳ２０３：Ｎｏ）、ステップＳ１０５に
戻り処理が続行される。
【００７０】
　次に、領域判定部３３が位置検知部３２の検知した位置が第２領域内にあり（ステップ
Ｓ１０３：Ｎｏ）、制御部３５がローテーション機能をＯＮにする場合（ステップＳ１１
１）を説明する。制御部３５は、位置検知部３２における位置の検知が一度終了し、所定
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時間内にもう一度位置検知部３２が位置を検知し、領域判定部３３がその位置が第２領域
内にあると判定した場合、ダブルタップが入力されたと判断し（ステップＳ２０８：Ｙｅ
ｓ）、ローテーションリセット処理を行う（ステップＳ２０９）。
【００７１】
　その後、制御部３５がローテーション機能をＯＦＦにする（ステップＳ１１６）。さら
に、上述したようにステップＳ１１０の終了判定が行われ、処理が続行又は終了する。
【００７２】
　ステップＳ２０８において、制御部３５がダブルタップの入力がないと判断した場合（
ステップＳ２０８：Ｎｏ）、実施の形態と同様の処理が行われる。
【００７３】
　以上説明したように、この超音波診断システム１では、ユーザが入力装置５に接触した
位置が第１領域である場合、超音波画像をスクロールさせる操作をすることができる。従
って、超音波診断システム１では、入力操作の手間がかからずにスクロール操作を開始す
ることができる。
【００７４】
　さらに、この超音波診断システム１では、ユーザが入力装置５に接触した位置が第２領
域である場合、超音波画像をローテーションさせる操作をすることができる。従って、超
音波診断システム１では、操作を切り替える入力操作を行う手間をかけることなくスクロ
ール操作とローテーション操作との双方の操作を使い分けることができる。さらに、ダブ
ルタップ時のスクロールリセット処理やローテーションリセット処理、長押し時の操作の
切り替えが可能であることにより、ユーザの操作性が向上する。
【００７５】
　なお、上述した変形例１において、第２領域を長押しした場合に特定の処理を実行する
構成としてもよい。例えば、第２領域が長押しされた場合にローテーション機能からスク
ロール機能に切り替えられ、表示部４上の超音波振動子２１に対応する領域の中心が記憶
部３６に格納されている所定の速度で入力された位置に近づく構成であってよい。
【００７６】
（変形例２）
　図１３は、本実施の形態の変形例２に係る超音波診断システムの構成を示すブロック図
である。変形例２に係る超音波診断システム１Ａは、超音波観測装置３Ａの一部の構成を
除いて、実施の形態に係る超音波診断システム１と同様の構成であるから、適宜説明を省
略する。
【００７７】
　超音波観測装置３Ａは、送受信部３１と、位置検知部３２と、領域判定部３３と、画像
処理部３４Ａと、制御部３５と、記憶部３６と、機能選択部３７Ａと、を備える。
【００７８】
　機能選択部３７Ａは、制御部３５の制御により、領域判定部３３の判定結果に応じて、
スクロール機能とローテーション機能とのいずれか一方の機能を選択する。具体的には、
領域判定部３３において位置検知部３２が検知した位置が第１領域内にあると判定された
場合、機能選択部３７Ａはスクロール機能を選択し、領域判定部３３において位置検知部
３２が検知した位置が第２領域内にあると判定された場合、機能選択部３７Ａはローテー
ション機能を選択する。
【００７９】
　画像処理部３４Ａは、表示変更部３４Ａａを有する。表示変更部３４Ａａは、機能選択
部３７Ａで選択された機能に応じて、表示部４に表示される超音波画像の変更を行う。具
体的には、機能選択部３７Ａでスクロール機能が選択されている場合、表示変更部３４Ａ
ａはユーザの操作に応じて、表示部４に表示される超音波画像の位置をスクロールさせ、
機能選択部３７Ａでローテーション機能が選択されている場合、表示変更部３４Ａａは表
示部４に表示された超音波画像を、第１領域の中心を回転中心として回転させる。
【００８０】
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　この超音波診断システム１Ａでは、ユーザが入力装置５に接触した位置が第１領域内に
ある場合、超音波画像をスクロールさせる操作をすることができる。従って、超音波診断
システム１Ａでは、入力操作の手間がかからずにスクロール操作を開始することができる
。さらに、この超音波診断システム１Ａでは、ユーザが入力装置５に接触した位置が第２
領域内にある場合、超音波画像をローテーションさせる操作をすることができる。従って
、超音波診断システム１Ａでは、操作を切り替える入力操作を行う手間をかけることなく
スクロール操作とローテーション操作との双方の操作を使い分けることができる。
【００８１】
　なお、上述した実施の形態、変形例２の構成は、一例であり、ユーザが入力装置５に接
触した位置に応じて、スクロール操作、ローテーション操作等の機能を使い分けることが
できる構成であれば、各機能部の配置や処理は適宜変更することができる。
【００８２】
　また、上述した実施の形態において、表示部４に表示された第１領域の輪郭が強調表示
される構成であってもよい。強調表示は、第１領域の輪郭に線を表示する構成であってよ
い。さらに、その線が点滅する構成であってもよい。また、第１領域の全体が任意の色で
着色されていてもよい。
【００８３】
　また、上述した実施の形態において、誤操作等に対応するため操作に制限を加えてもよ
い。例えば、スクロール操作において、表示部４上の超音波振動子２１に対応する領域の
中心が表示部４からはみ出すことがないよう画像スクロール部３４ａの処理に制限を加え
てもよい。
【００８４】
　また、上述した実施の形態において、超音波内視鏡２が順次取得した超音波信号に基づ
いて順次超音波画像を生成し表示部４に表示させるライブ表示を前提に説明したが、ユー
ザが所望のタイミングの超音波画像を指定して表示させるフリーズ表示に対しても上記実
施の形態の構成を適用することができる。
【００８５】
　また、上述した実施の形態において、入力装置５は、視線センサであってもよい。入力
装置５が視線センサである場合、例えばユーザが一定時間以上第１領域の同じ位置を見続
けた場合、位置検知部３２がその位置を検知する。その後、ユーザの視線が移動するとそ
の動きに追従するように画像スクロール部３４ａが超音波画像の表示部４に表示される領
域をスクロールさせる。なお、スクロール機能の終了は、ユーザの視線の動きが所定時間
以上止まった場合であってよいが、ユーザが目を閉じた場合であってもよい。
【００８６】
　さらなる効果や変形例は、当業者によって容易に導き出すことができる。よって、本発
明のより広範な態様は、以上のように表わしかつ記述した特定の詳細及び代表的な実施形
態に限定されるものではない。従って、添付のクレーム及びその均等物によって定義され
る総括的な発明の概念の精神又は範囲から逸脱することなく、様々な変更が可能である。
【符号の説明】
【００８７】
　１、１Ａ　超音波診断システム
　２　超音波内視鏡
　３、３Ａ　超音波観測装置
　４　表示部
　５　入力装置
　２１　超音波振動子
　３１　送受信部
　３２　位置検知部
　３３　領域判定部
　３３ａ　領域設定部
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　３４、３４Ａ　画像処理部
　３４ａ　画像スクロール部
　３４ｂ　画像回転部
　３４Ａａ　表示変更部
　３５　制御部
　３６　記憶部
　３７Ａ　機能選択部
　Ａ１、Ａ１ａ、Ａ１ｂ、Ａ２　領域
　Ｌ１、Ｌ１ａ、Ｌ２ａ、Ｌ２ｂ、Ｌ２ｃ、Ｌ２ｄ　直線
　Ｆ１、Ｆ２、Ｆ３、Ｆ４、Ｆ５、Ｆ６　指

【図１】 【図２】

【図３】
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